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童
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松
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市
石
井
東
小
学
校
6
年
の
宗
藤
果
鈴
さ
ん
（
望

＝
同
市
今
在
家
1
丁
目
＝
が
こ
の
ほ
ど
一
絵
画
の

部
で
外
務
大
臣
賞
に
輝
い
た
。
2
0
⊥
9
年
的
月

の
火
災
で
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失
す
る
前
の
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里
城
（
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覇
市
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を

大
き
く
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い
た
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藤
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の
宝
な
の
で
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っ
く
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し
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し
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っ
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も
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く

復
活
し
て
ほ
し
い
」
と
願
う
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岡
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海
市
）
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き
3
1
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目
。
′
今
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の
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の
部
に
は
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外
の
小
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生

が
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万
4
＿
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3
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ら
れ
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7
0
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し

た。
1
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春
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み
に
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族
で

首
里
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を
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た
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藤
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ん
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「
陽
気
で
の
ん
び
均
し
た

沖
縄
の
風
土
と
、
深
い
歴
史

の
あ
る
首
里
城
が
夫
婦
さ
に

な
っ
た
。
空
が
き
れ
い
で
建

物
の
赤
色
が
映
え
て
い
た
」

と
回
想
。
水
彩
絵
の
具
で
正

殿
の
瓦
を
一
枚
一
枚
緻
密
に

描
き
、
外
国
人
客
ら
も
表
情

豊
か
に
表
現
す
る
な
ど
、
迫

力
が
あ
り
、
に
ぎ
や
か
な
力

作
と
な
っ
て
い
る
。
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3
年
生
か
ら
週
⊥
回
絵
画
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に
通
っ
て
お
り
、
作
品

／

籍
束
柚
）

火
災
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生
す
る
前
の
首
里
城
を
大
胆
に
描
い
た

喜
藤
さ
ん
の
作
品
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美
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館
全
国
児
童
作
品
展
の
絵
画
の
部
で
外
務
大
臣
賞
を

受
賞
し
た
宗
藤
さ
ん

は
1
学
期
に
約
2
カ
月
か
け

て
仕
上
げ
た
。
÷
今
ま
で
で

一
番
丁
寧
に
描
い
た
」
と
笑

顔
の
宗
藤
さ
ん
。
「
世
界
か

ら
観
光
客
が
訪
れ
て
侶
し

い
。
ま
た
見
に
行
き
た
い
」

と
首
里
城
の
再
建
を
望
ん

だ。
作
品
展
は
松
山
な
ど
国
内

外
の
4
0
9
会
場
で
既
に
開

催
し
、
入
選
以
上
は
Ⅱ
目
～

2
月
1
2
日
に
同
美
術
館
で
展

示
す
る
予
定
。
県
内
で
は
ほ

か
に
絵
画
の
部
で
伊
予
市
北

山
崎
小
2
年
の
中
谷
琉
希
君

が
入
選
し
た
。

（和田亮）


